









































　児玉昌己論文（「英の EU離脱の衝撃―連邦的統合深化を拒絶した英国」『海外事情』第 64巻 9号 2016
年 9月）、神余隆博論文（「Brexitが問いかける欧州統合の根本問題―その地政学的考察」『月間資本市場』




























　岡部暘二論文（「Brexitは英国経済成長の鍵」『国際金融』1289号 2016年 10月）は、イギリスの EUか
ら離脱は、移民問題ではなく、EU内において、フランスの力が低下し、圧倒的な力を持ち始めているド
イツからの主権回復であると述べ、離脱後も「国際取引に不可欠のタックスヘイヴンを擁する『ロンドン
市場』がその多様性と柔軟性を一段と強め、世界の金融・資本市場の中心として繁栄」すると考える。
　イギリスの EU離脱はイギリスをどのような方向にもっていくのであろうか。山下論文が言うようにス
コットランドの独立へとつながるのだろうか。また、イギリスの離脱によって、アメリカ、ヨーロッパ、
アジアはどのような変化を求められるのであろうか。世界経済のシステムが大きく変わっていくことにな
ればヨーロッパ諸国だけではなく、日本、アメリカも含めた世界経済全体に大きな影響を与えることにな
る可能性はある。いよいよ動きを始める英国の EU離脱の行方を注意深く見る必要がある。
